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「日本の農業は機械化が進んで

いるうえ、作業内容もち密で驚さ

ました。とても勉強になります」

と、目を輝かせるスグン・ラハル

ジョさん（28歳）。

　

この春、インドネシアから農業

実が生として来日。5月中句から

は、社団法人出際農友会の会員で

ある建石正治さん（35歳、五条ノj）

宅に同居しながら、農業全般につ

いて学んでいます。

　

初めは片言だった日本語も今で

は上Bこなり、こちらの生活にす

つかリ溶け込んでいます。食べ物

も辛い物以外は何でも食べ、特に

すき焼きが大好さとのことです。

　　

（大野の人はみんな親切で、や

さしいですネ。国へ帰こ）たら早速

身に着けた技術を生かして、米や

野菜作りに頑張りたい」と意気込

んでいます。

　

建石さんは「とても真面目で熱

心な好青年です。国でも、立派な

農業後継者として活躍してくれる

と確信しています」と話していま

す。スグンさんは、11月上旬まで

大野に滞在する予定です。
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9月15日は敬老の日。永い間、社会のため

に尽くしてこられたお年寄りには、健康で暮

らしやすく、明るい毎日を送っていただきた

いものです。市でもいろいろな施策を進め、

お年寄りの幸せづくりに努めています。

涼Sしみと祉生き。が。い……と

老人福祉センターを運営

　

お年寄りの安らぎと健康づくり

の拠点として、54年春にオープン。

　

ふろで汗を流したり、将棋や囲

碁を楽しんだりできるほか、健康

機器も自由に利用できます。近く

には憩いの広場やゲートボール場

もあります。

　

年間の利用者は約2万人にも上

り、1日平均では60人余りになり

ます。（日曜・祝日などは休み）

　

現在、老人クラブを対象に班別

で利用してもらっていますが、小

人数の会合や研修にも活用できま

す。管理運営は社会福祉協議会へ

委託しており、予算は1．880万円。

老人クラブに助成

加入対象は60歳以上です。現在

70のクラブと1連合会があり、会

員は約4，500人です。健康・文化

レクリエーションなどに活発な活

動をしています。

　

入会を希望する人は、近くのク

ラブ員へ連絡してください。

　

市は、クラブの活発な運営のた

めに約420万円を補助しています。

高齢者生きがい促進事業

　

お年寄りの知識や特技を市の発

展に生かしてもらおうと、55年6

月にスタート。当初は20人ほどの

登録しかありませんでしたが、今

年は55人（男37人、女18人）にな

りました。

　

家庭教育・健康増進・郷土史・

絵画・工芸・スポーツなど、さま

ざまな分野で指導者・助言者とし

て活躍してもらっています。事業

費は60万円。

　

指導を受けたいグループや団体

は、市教育委員会社会教育課（6

－1111内線504）へ申し込んでく

ださい。

高齢者教室を開設

　

健康管理や郷土史などを楽しく

学んでいただくものです。

　

今年は大野・下庄両公民館で開

いています。受講者は両方でおよ

そ100人です。

地区ごとに敬老会

　

毎年、地区ごとに区長会や婦人

会などの協力を得て、趣向を凝ら

した敬老会が開かれています。

　

市は、この敬老会の充実のため

に287万円を助成しています。

米寿者らを訪問

　

毎年9月に米寿者と95・99歳の

お年寄り宅を訪問し、長寿をお祝

いして記念品をお贈りしています。



健康といたわりと

医療費を負担

　

58年2月から老人保健制度がス

タート。医療事業の対象は70歳以

上のお年寄りと，65～69歳の寝た

きりなどの状態の人です。7月1

日現在で約4，000人です。

　

一部負担金は，外来受診の場合

1ヵ月に400円。入院の場合は1

日につき300円を2ヵ月間（健康

保険の被保険者本人は50日間）支

払ってもらうだけです。

　

58年度に市が支払った老人保健

の医療費（給付費・支給費）の総

額は13億3，450万円（4万5，916

件）に上っています。1人当たり

33万円余りになります。

健康診査を実施

　

70歳以上のお年寄りを対象に、

市内の内科系医療機関で無料健康

診査を行っています。毎年、対象

者にははがきで通知しています。

ホ4ムヘルパーを派遣

　

家庭の事情で、お年寄りの介護

ができない世帯には、老人家庭奉

仕員（ホームヘルパー）を派遣し

ています。

　

現在、4人の奉仕員がおり、22

世帯のお世話をしています。

短期保護事業

　

寝たきりなどのお年寄りを、家

族の病気や慶弔などの事情でお世

話できないとき、1週間まで施設

でお預かりします。費用は要りま

せんが、食費だけは実費負担とな

ります。

老人福祉施設

　

身寄りがない、介護する人がい

ない、あるいは住宅事情などで家

族と同居できない状態の人には施

設をお世話します。

　

市内には、聖和園（特別養護）

大野和光園（養護・特別養護）一

乗ハイツ（軽費老人ホーム）があ

ります。
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社会情勢の変化に対応して、

多様なニーズが生まれてきます。

これにこたえるため、昭和40年

代から50年代にかけていろいろ

な福祉施設が増えてきました。

　

しかし、この福祉施設に対す

る一般社会の理解は不十分だと

思います。今日までの福祉施設

は、どちらかというと入所者の

保護に重点がおかれてきました。

その結果として、地域社会とは

一線を画した閉鎖的な社会が、

形成されがちで

あったと思いま

す。

　

近年、この施

設のあり方につ

いて見直されて

います。これか

らの福祉施設は、利用者だけの施

設でなく、地域社会に溶け込んだ

施設であることが必要だと思いま

す。このためには、地域との交流

が一番大切なことではないでしょ

うか。

地域社会と連携して

　

地域にとって、福祉施設は一戸

の家であると同時に、公的性格と

役割をもった所でもあります。こ

れからの福祉施設は、地域に対し

て開かれていなければならないし

さらに地域の中にあって、その機

能のより充実した存在でなければ

ならないと思います。

　

言葉を変えていえば「施設の社

会化」ということです。これには

2つの考え方があります。その1

つは「施設行事の社会参加」であ

り、もう1つは「施設の設備な

らびに専門的機能の提供」であ

ります。前者は、施設入所者の

処遇向上の面であり、後者は、

地域社会の在宅老人やその家族

の福祉ニーズを充足し、在宅福

祉とのネットワークとしての役

割を果たすという面です。これ

については現在、在宅福祉サー

ビス事業として、市内の寝たき

り老人・痴呆老人を対象として

市の委託事業で短期保護事業と

市の社会福祉協議会の委託事業

として入浴サービスを実施して

います。

　

今後の高齢化社会の進展に伴

って、老人福祉も厳しい時代を

迎えるわけですが、老人が生き

がいを感じ、豊かな生活ができ

るよう、きめ細かな対応が急務

となっています。老人ホームが

開かれた施設として地域社会と

ともに歩むために、より多くの

方がたのご理解とご協力をいた

だき、行き届いた福祉活動を進

め、老人福祉向上のため努力し

たいと考えています。



奥越集落農業推進犬会

今後の農業経営と村づくりを話し合う

熱
心
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者

　

゛集落の活力でひらく明日の農

業、をテーマに奥越集落農業推進

大会が8月13日、市農協会館で開

かれました。奥越農業改良推進協

議会と県農業協同組合中央会が共

催したものです。

　

当市をはじめ勝山市・和泉村か

ら、集落農業に指定された各地区

の代表や青年農業士・生活改善グ

ループ・関係機関など約300人が

参加しました。

　

住民のコミュニケーションの希

薄化、労働力の劣弱化、土地利用

の低下、生産力の減退－といっ

た現代の農村が抱える諸問題につ

いて考えるとともに、良質米の生

産安定や土地の高度利用を目指そ

うという目的です。

　

午前中は技術研修があり、農業

改良普及所の3人の技師が米・麦

大豆・里芋の栽培方法について具

体例を挙げてアドバイス。その後

技術相談も行われました。

　

午後には、わが集落の実態発表

「うららの村の自慢」と題して、永

田敏夫さん（横枕）ら4人が自分

たちの村の現状や取り組みを紹介

しました。

　

最後に、県総合農政課長ら6人

のパネラーによって゛いま奥越の

農業はどう歩むべきかlを討論。

　

集落ぐるみの取り組みで、生産

体制を整え、経営の近代化を図る

ことを誓いました。

実例発表から わが村の取り組み

　　

大会の中の実例発表で、当市

の横枕と稲郷の2集落の取り組み

が紹介されました。あらましは次

のとおりです。

横枕

複合生産組合に全面委託

永田敏夫さん

　

55年から村全

体で集団転作に

取り組んでいま

す。互助制度を

活用し、複合生

産組合に全面委

託しているのが

特色です。転作作物は大麦で、後

作には主に大豆を栽培しています。

今年は新たにイチゴの集団転作に

取り組んでおり、集落の多数が共

同作業をするということで、集落

農業の理想的な方向に進みつつあ

ると思います。

　

しかし、機械の共同利用や作業

の受委託などの点で、まだ改善の

余地もあります。今後は、毎月1

回開いている常会を基に一層の対

話を進め、問題点を1つずつ解決

していきたいと思います。

稲郷

大麦と大豆の周年型へ

　

水田利用再編対策が始まったこ

ろは、1戸当たり平均35ひという

転作割当面積を、各自がバラバラ

に消化していました。56年からは

関係機関との話し合いや集落内の

会合などで゛ブロックローテーシ

ョン方式七による集団転作に取り

組んでいます。水田を4ヵ所に分

けて、順番に団地化する方法です。

　

転作作物は、上庄の特産である

里芋と大麦が中心です。57年から

は麦の後作に大

豆を取り入れ、

周年型農業が定

着しています。

これからも省力

化、機械の共同

利用などを進め

各農家に喜ばれる運営をしていき

たいと思います。

土城一男さん
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大野青年会議所（築川満理事長）

は8月8・9日の2日間、錦町誓

念寺で寺子屋道場を開きました。

　

この催しは、同会議所が3年前

から取り組んでいる「手作りのふ

るさと運動」の一環として、今年

初めて開いたもので、市内小学校

の5・6年生約150人が参加しま

した。

　

初めに築川理事長が「昔から受

け継がれてきた大野の歴史や文化

などを十分に勉強してもらい、郷

土を再確認してほしい」とあいさ

つ。続いて参加者は10班に分かれ

竹馬・竹とんぼ・お手玉・わらじ

など昔ながらの遊具の作り方や遊

び方を学びました。わらじ作りで

は、下黒谷の千藤信一さんの指導

で、熱心にわら打ちや編み方を習

っていました。

　

この後、参加者全員が近くの銭

湯で入浴し、友達同士で背中を洗

い合ったり、湯をかけ合ったりし

てはしゃいでいました。

　

午後6時からは、各班が交代で

誓念寺・長勝寺・善導寺の3力寺

でぼん鐘つきに挑戦しました。参

加者のほとんどが初めて体験する

とあって少々緊張ぎみでしたが、

しゅ木に振り回されそうになりな

がらも力いっぱいついていました。

　

夕食後、郷土史家の河原哲郎さ

んから、越前大野城や由緒ある町

並みなど城下町大野の歴史につい

ての話があり、途

中質問が出るなど

全員が真剣に聞き

入っていました。

　

午後9時からは

天体観測が行われ

用意された2台の

天体望遠鏡で月や

土星などを観測し

ました。われ先に

と望遠鏡をのぞき

込み、月のクレー

ターなどを見つけ

ると大きな歓声を

上げていました。

　　

2日目は午前6時に起床。ラジ

オ体操と境内の掃除をした後、本

堂に集合して全員正座で30分間、

　

「朝のおつとめ」に同席し、2日

間の日程を終わりました。

職人さんが作業奉仕

お年寄り宅の畳を修繕

　

大野畳同業組合（畳谷剛組合長

16人）はこのほど、独り暮らしの

お年寄り宅の畳を無料修繕しまし

た。お年寄りの家では家具を動か

すこともあまりできず、傷んだ畳

が多いという話を聞いて奉仕を申

し出たものです。

　

組合員は、市社会福祉協議

会を通じて修理の依頼のあっ

た12人の家へ出向き、約60枚

の畳を有終会館体育館に集め

猛暑の中、汗だくになって作

業開始。

　

ふだんは機械を使っての仕

事が中心の組合員も、この日

は糸と針で1枚1枚丁寧に縁

を付けて表替えをしました。

　

中には、傷んで修理できな

い畳もあり、25枚分は新品を

寄付しました。

　

新畳をプレゼントされた馬

場志津江さん（79歳、中据）は、

　

「思いがけないご好意に感謝して

います。これで気持ちよく過ごせ

ます」と、大喜びでした。

　

同組合では、この作業奉仕を毎

年の恒例にしたいということです。

修繕する組合員



ぱ
ぎ
わ
っ
た
城
ま
っ
り

子
供
み
こ
し
や
綱
引
告
も

歌手の鳴海さん

も出演

六間通りを埋め尽くした「おおのおどり」

貫
重
な
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た

仏
教
美
術
展

手作りみこしのパレード

祭りを盛り上げた綱引き大会

　

八
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
第
十
七

回
城
ま
つ
り
」
は
上
六
日
、
盛
況
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を
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今
回
は
市
制
三
十
周
年
を
記
念
し
、

子
供
み
こ
し
や
綱
引
き
大
会
な
ど
も
行
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れ
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彩
り
を
添
え
ま
し
た
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大
野
城
で
は
”
祈
り
の
美
”
と
題
し

て
仏
教
美
術
展
が
開
か
れ
、
道
元
禅
師

像
や
白
山
か
ら
出
土
し
た
密
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祭
り
の
中
心
の
「
お
お
の
お
ど
り
」

は
、
出
足
は
や
や
低
調
で
し
た
が
、
上

五
・
上
六
の
両
日
に
は
約
五
万
人
（
実

行
委
員
会
調
ぺ
）
が
繰
り
出
し
ま
し
た
。

生
音
頭
に
は
民
謡
歌
手
の
鳴
海
重
光
さ

ん
も
加
わ
り
、
市
民
や
帰
省
客
ら
は
、

心
ゆ
く
ま
で
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。



不用の家庭用品を有効に

市の登録制度を活用して

　

限りある資源を有効に使ってもらおうと、市

は53年から家庭用品のあっせんをしています。

あなたは利用されたことがあるでしょうか。せ

っかくの制度も、まだ知らない人がいるようで

す。いま一度、事業のあらましを紹介します。

まず電話で申し込む

　

まだ使えるのに、要らなくなっ

た机や冷蔵庫・自転車などを、あ

なたのご家庭ではどうしています

か。物置に放置しでおいたり、ご

みとして処分するのでは、あまり

にももったいないことです。

　

それで、市では53年5月から゛家

庭用品の再活用事業lを始めまし

た。あっせんするのは家具・電気

器具・子供用具・教育機器・図書

などで、長期間使える品物です。

　

品物を譲りたい

人、譲ってほしい

人は、まず市役所生活環境室（6

－1111内線272）へ電話で申し込

んで登録します。登録の有効期間

は6ヵ月です。

　

次に、希望の品物の種類や型式

などの条件が互いに合致すると思

われるときは、市が相手方を紹介

します。

　

ただし、価格や運搬方法などは

当事者間で話し合って決めてもら

います。

子供用具が多い

　

あっせんがスタートした53年の

登録は、提供75件、希望102件あ

り、このうち40件が成立しました。

　

近年は登録はやや低調で、提供

は30件、希望は20件ほどですが、

成立は約20件です。

　

よく取り扱われる物は自転車・

乳母車・二段ベッド・ミシン・編

み機などです。ラジオカセット・

スノータイヤ・製図器などもあり

ます。一般に、子供用具が好評の

ようです。

　

物を有効に使うかどうかは、あ

なたの心掛け次第。家庭用品を譲

りたい人はもちろん、譲ってほし

い人も一度気軽に係まで電話して

みてください。

利用者のひとり

朝日さんの場合

　

朝日照美さん（中挾）は、二、

三年前から市の不用品交換情報を

利用しています。

　

これまで編み機を譲ったり、マ

ッサージ機を譲り受けたりしまし

た。最近は子供用自転車を譲って

もらいました。

　　

「お互いに無駄をなくす便利な

制度なのに、意外と知らない人が

多いみたいですネ。みなさんも、

ぜひ活用を」と呼び掛けています。

四車ど朝丿白謎凶S

拙 ⑩日吉町3区

　

大まかには、国鉄駅前から横町

までの通りが、日吉町3区になり

ます。毎年8月17日には、延命地

蔵尊祭が行われます。現在は桜井

木工所の自宅の一角に安置されて

いますが、以前はかます湯という

銭湯のそばのケヤキの木の根元に

ありました。現在の地蔵尊の本体

は木像です。元は石像でしたが、

頭部の破損がひどいために、今の

像の下に埋められています。

　

小原藤雄区長の話では、この地

蔵尊は歯痛止めにご利益があるそ

うです。祭りの当日は、夕方の読

経に続いて、夜には盆踊りが行わ

れます。地蔵尊がこんなに大切に

祭られているのは珍しいことです。

　

地蔵祭りで出会った同町の羽田

義任氏は、ハチの研究で広く知ら

れています。ハチを求めて本州・

小笠原諸島・台湾などに足を運び

これまでに記載されたものが、エ

チゼンヒメハナバチなど3種、新

種の発見はハネダプセンバチなど

20種以上に及んでいます。

　

ちう

　

4や甲虫と比べて、ハチの専門

家は少なく、福井県には5人いま

すが、全国で最も多いそうです。

ハチに関する図鑑や事典の少ない

ことも、研究の大きな支障になっ

ているとのことです。約30年間の

ハチのコレクションはおよそ200

箱の中に1，000種類、3万匹ぐら

いになるそうです。現在、昆虫の

環境保全調査を、他の専門家とと

もに手掛けておられます。（T）
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赤
ち
ゃ
ん
の

　
　
　

離
乳
食

保
健
セ
ン
タ
ー
井
川
栄
養
士

　

離乳食とは、スープやおもゆの

ような液体ではなく、トロトロし

た食ぺ物のことをいいます。

　

離乳開始は、満5ヵ月を基本と

していますが、赤ちゃんの発育状

態を見ながら開始するのがよいで

しょう。

1日1品1さじから

①1日1品1さじから与え、量は

　

赤ちゃんの食欲や便に注意しな

　

がら、こ、三日おきに1さじず

　

つ増やしていく

②軟らかいものから与える

③味は薄味にする

④いろいろな食べ物を組み合わせ

　

る。特に、おかず（野菜・卵・

　

魚・肉）を多く取り入れる

⑤調理は清潔にする

成長に応じた与え方

　

5ヵ月～6ヵ月（初期）は、食

べる練習が主な目的ですから無理

じいせず、すりつぶしてドロドロ

に煮たものを1日1回与えるとよ

いでしょう。

　

6ヵ月～8ヵ月（中期）ころか

ら前歯が生えてきますが、かみ砕

くことができないので、舌でつぶ

せる固さのものを1日2回与えて

ください。

　

9ヵ月～10ヵ月（後期）は、1

日の栄養分の3分の2くらいを離

乳食から取るよう

になります。

　

母乳（ミルク）

に代わって離乳食

が主になるので、

細かく刻んだもの

を1日3回与えて

ください。

　

このように、離

乳は赤ちゃんの発

育時期・状況に応

じて進めていくこ

とが大切です。

離乳食相談にどうぞ

　

保健センターでは、5ヵ月の赤

ちゃんを対象に、毎月第3日曜日

に離乳食相談を行っています。内

容は、離乳食（初期）の調理実習

身体計測・発達テスト・育児相談

です。参加申し込みは、電話で保

健センター（5―7333）へ。

保健センターで開かれている離乳食実習

み
ん
な
の
コ
ー
ナ
ー

r。。，ぐ，にちf§；，

第5回市美術展

記念大賞に輝く

　　　　

松原洋子さん

　

市制30周年記念の第5回

市美術展で、みごと記念大

賞に輝いた松原洋子さん（23

歳、元町）。

　

入賞作品の唐詩は白居易

の2種。6月から製作に取

り組んだもので、漢字の流れをま

とめるのに苦心したそうです。

　　

「大賞と聞いたときはビックリ。

しかも姉も市長賞をいただき、こ

重の喜びです」とにっこり。

　

書道との出会いは幼稚園のとき

です。今ではすっかり生活

に溶け込んでおり、筆を持

たない日はないほどです。

　　

「画仙紙に向かうときの

緊張感と、仕上げた後の充

実感が何とも言えない魅力

ですネ。書道とは生涯の付

き合いになりそう……。こ

れからも練習に励み、県や

全国レベルにも通用するよ

うな作品を手掛けたいです」

と、意欲に燃えています。

　　

今月の納税

国民健康保険税第2期分

国民年金保険料第2期分

10月1日までに納入を。
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市職員の採用試験

　

市職員を次のとおり募集します。

＜採用予定人員〉事務職2人、技

　　　

術職（土木・農業土木）2

　　　

人、司書2人

〈受験資格〉事務・技術職…昭和

　　　

36年4月2日～42年4月1

　　　

日に生まれた人。司書…昭

　　　

和33年4月2日～39年4月

　　　

1日に生まれた人で、司書・

　　　

司書補の資格のある人（昭

　　　

和60年3月31日までに資格

　　　

取得見込みの人を含む）

〈試験〉1次試験10月28日（日）

　　　

会場大野高等学校2次

　　　

試験11月下旬

〈受付期間〉10月1日～11日

〈申し込み方法〉申込書（市役所

　　　

総務課人事係にあります）

　　　

に写真（縦6牡×横4．5P）

　　　

を張って提出

消防職員の採用試験

　

大野地区消防組合では、次のと

おり職員を募集します。

〈採用予定人員〉消防吏員男子2人

＜受験資格〉昭和36年4月2日～

　　　

42年4月1日に生まれた人

＜試験〉1次試験10月28日（日）

　　　

会場大野高等学校2次

　　　

試験11月中旬

＜受付期間〉10月1日～11日

〈申し込み方法〉申込書（大野地

　　　

区消防本部総務課にありま

　　　

す）に写真（縦6新×横4

　　　

。5：μ）を張って提出

心身障害者の雇用を

　

9月1日～30日を「心身障害者

雇用促進月間」と定め、障害者の

雇用促進運動が全国的に進められ

ています。

　

ひとりでも多くの心身障害者が

働く職場を得て社会活動の一翼を

担い、生きがいを感じることがで

きるようにするために、職場の拡

大に事業主のみなさんの理解と協

力をお願いします。

　

心身障害者の雇用を促進するた

めに、事業主に対して「雇用開発

助成金」「雇用促進奨励金」「作業施

設設置等助成金」などの各種助成

金制度が設けられています。詳し

いことは、大野公共職業安定所（6

―2408）へお尋ねください。

退職金づくりは

　　　

国の制度で

　

中小企業退職金共済制度は、退

職金制度をもつことが困難な中小

企業に、国の援助で、大企業と同

じような退職金を支払うことがで

きるようにするものです。

　

この機会に中小企業のみなさん

の利用をお勧めします。

一制度の特色－

①国の制度だから、安全・確実で

　

ある

②月々少額の掛け金（1，200円～

　

1万6，000円）で、企業の実態

　

に即した退職金づくりができる

③掛け金は全額損金または必要経

　

費になる

④退職金に国庫補助金がつく

⑤福利厚生施設を設置する場合、

　

その資金を低利で受けられる

⑥過去の勤務期間も通算できる

ー一加入の手続き一一－一一

　

最寄りの金融機関に備え付けて

ある所定の申込書に記入して、申

し込んでください。

9日は「救急の日」

　

9月9日は「救急の日」です。

救急車の利用は年々増加していま

すが、これらの中には、本来の利

用目的以外に使ったり、緊急性の

ない軽傷や病気でも利用する例が

多くあります。救急車は正しく利

用しましょう。

　

救急車を利用できるのは、突発

の事故や急病で生命に危険がある

場合で、しかも他に運ぶ方法がな

いときだけに限られます。

　

救急車を要請するときは「救急」

とはっきり言って、目標・場所を

分かりやすく知らせてください。

スマイル

　　

「夏休みの宿題」

先生「君、これ間違ってるヨ」

生徒「お父さんに言ってくだ

　　

さい」

5－8000番で市の情報を

　

市では、先月の20日から、1

週間ごとの主な行事やお知らせ

をスピーディーに伝えるテレホ

ンサービスを行っています。

　

家庭や職場から、都合のいい

時間にダイヤルを回すだけで市

の情報を自由に入手できます。

　

内容は、毎週土～金曜日の1

週間分で、電話番号は5－8000

番です。気軽にご利用ください。



農作業を安全に

　

実りの秋。農家のみなさんは稲

の収穫にお忙しいことでしょう。

　

例年、この時期はコンバインや

乾燥機による事故が起きています。

　

喜びの取り入れが一転、悲しい

事故とならないよう、作業には十

分注意してください。

火災続発中／

火の取り扱いに注意を

車に乗ったら

　　　

まずシートベルト

凰．見！瞰・

　

夜
の
大
野
市
を
彩
っ

た
「
お
お
の
お
ど
り
」

も
幕
を
閉
じ
、
盆
休
み

で
急
に
増
え
て
い
た
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
、

消
え
て
い
っ
た
▼
ど
こ
か
遠
く
の
方
で
、
お

そ
い
夏
の
盆
踊
り
が
た
っ
て
、
シ
ッ
チ
ョ
イ

ナ
節
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
風
に
乗
っ
て
流
れ
て

く
る
。
近
く
で
子
供
た
ち
が
上
げ
て
い
る
の

か
、
ミ
ニ
花
火
の
音
が
、
ポ
ア
ー
と
、
い
か

に
も
は
か
な
く
、
フ
ア
フ
ア
と
聞
こ
え
る
。

最
後
の
花
火
か
も
し
れ
な
い
。
夏
休
み
も
終

わ
っ
た
▼
海
岸
で
は
白
い
波
が
立
ち
始
め
、

お
花
畑
の
よ
う
だ
っ
た
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
が

散
り
、
波
だ
け
が
所
在
な
げ
に
打
ち
寄
せ
て

い
る
▼
風
が
吹
い
て
、
カ
サ
カ
サ
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
乾
い
た
葉
ず
れ
が
す
る
。
「
カ
ッ

コ
い
い
な
あ
ベ
ン
ケ
イ
は
」
「
ベ
ン
ケ
イ
と
ク

ワ
ガ
タ
と
、
ど
っ
ち
が
強
い
や
ろ
」
捕
虫
網

を
持
っ
て
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
少
年
た

ち
の
姿
は
な
い
。
道
路
に
セ
ミ
の
な
き
が
ら

が
一
つ
転
が
っ
て
い
る
▼
夏
は
過
ぎ
て
い
っ

た
が
、
今
年
も
事
故
が
多
か
っ
た
。
い
た
い

け
な
子
供
の
水
死
が
後
を
絶
だ
な
い
。
楽
し

く
帰
省
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
家
族
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
自
動
車
事
故
で
死
亡
し
た
り
す

る
▼
こ
れ
ら
の
事
故
死
は
天
災
で
は
な
い
。

子
供
の
水
死
に
し
て
も
、
大
人
が
も
う
少
し

注
意
し
て
い
た
ら
…
…
と
思
う
。
ハ
ン
ド
ル

を
持
つ
者
は
、
自
分
自
身
に
も
っ
と
強
い
責

任
感
を
持
つ
ぺ
き
で
あ
る
▼
ひ
と
夏
の
楽
し

い
出
来
事
も
、
悲
し
い
出
来
事
も
、
す
べ
て

を
包
み
込
ん
で
、
時
は
静
か
に
流
れ
て
い
っ

た
▼
窓
の
日
差
し
も
、
い
つ
の
間
に
か
変
わ

り
、
吹
き
抜
け
て
い
く
風
が
、
ひ
と
ひ
ら
の

愁
い
を
落
と
す
。
（
D
）
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